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海運会社が太平洋のコンテナ路線から撤退 
ＣＯＮＴＡＩＮＥＲ ＮＥＷＳ ２０２３年６月２８日 

アルファライナー（Alphaliner）社の最新のレポートによると、ＭＳＣ社と太平洋地域の他の日和見的な海運

会社は、太平洋横断航路の輸送能力の減少を主導している。 

今月時点の輸送能力は、５１４隻、４８６万ＴＥＵ（２０フィートコンテナ換算コンテナ積載数）で、２０２２年６月

の６７４隻、５５６万ＴＥＵから減少した。減少した船のほとんどは、ＭＳＣ社とその他の長距離航路の新規参入

企業のもので、コロナ禍に煽られたブームが終わったのを機に撤退した。 

ＭＳＣ社は、同社の太平洋横断積載容量の３５％にあたる４０万ＴＥＵ弱を減らした。 

ＣＵラインズ（CULines中聯航運）が中国-米国西海岸のサービスを取りやめることを決定したのに続き、コロ

ナ禍の異常な年にこの路線に参加したすべての新規参入企業は、スワイヤー海運（Swire Shipping）を除いて

今月末までに撤退すると見られる。 

２０２２年６月には、ＣＵラインズ、シーリード海運（SeaLead Shipping）、パシャ・ハワイ（Pasha Hawaii）、トランス

ファー海運（Transfar Shipping）、ＴＳラインズ（TS Lines）、ＢＡＬコンテナライン（BAL Container Line）、上海錦

江海運（Shanghai Jin Jiang Shipping）などの新規参入企業によって展開された船舶は、約１３万８,８００ＴＥＵ

（全船舶の２.５％）の積載量を有していた。 

同期間に船舶の積載量全体が５.４％増加したにもかかわらず、アジアと北米の間に配備された船舶の積載

量は、前年比１２.６％減少した。 

マースク社とＭＳＣ社（２Ｍ連合）は、船舶共有パートナーのＺＩＭ社（米国東海岸向け）と共同で２Ｍとしての

積載量を７％削減した。しかし、ＭＳＣ社とマースク社はコロナ禍の間に活況を呈していた市場を迅速に活用

するために開始した個別の航路を終了させたため、全体的な積載量の減少率はより高く（-１９％）なっている。 

アルファライナー社は、「いくつかのサービスが終了したにもかかわらず、ＭＳＣ社が２Ｍとしてのサービス

（１４万５,５００ＴＥＵ）よりも、独自の路線でより多くの容量（２３万２,７００ＴＥＵ）を展開していることは注目に値す

る。このため、ＭＳＣ社は引き続き、単独でサービスを提供する海運会社の中で最大の積載量を有し、第２位

のワンハイラインズ社の２倍の船舶を保有している。ＺＩＭ社と同様に、ワンハイラインズ社は、市場が冷え込

んだ後に大型の新造船が納入された。１万３千ＴＥＵの新造船５隻が導入されたにもかかわらず、この台湾の

海運会社は、多くの小さな航路を閉鎖し、米国西海岸（AA３）と東海岸（AA７）に往復する２つの大きな航路の

みを保持することにより、積載量を３３％削減することに成功した」と説明する。 

輸送量と運賃がピークに達していた時に太平洋横断航路に参入した海運業者のほとんどは、比較的小さ

な積載量で事業を展開していたが、スポット運賃がコロナ禍前の水準を下回ったため、現在は赤字路線にな

っている。 

アジアと米国西海岸の間の運賃は、６月中旬時点で１,２００米ドル/ＦＥＵ（４０フィートコンテナ当たり）に低下

しており、２０２２年６月の７,６００米ドル/ＦＥＵ及びコロナ禍前の２０２０年１月の１,５５０米ドル/ＦＥＵよりも大幅

に低くなっている。アジアと米国東海岸の間の運賃は、昨年６月の１万米ドル/ＦＥＵ以上から、今日では   

２,１００米ドル/ＦＥＵに低下した。コロナ禍前の２０２０年１月には２,９００米ドル/ＦＥＵであった。 
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